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　譜例15の64分音符とスラー，スタッカートは忠実に，ブリランチの指示も見落すことな
く演奏したい。ここの音楽は，ビオレッタの嬌笑めいた自嘲的な笑いを摸した音楽と考え
て歌うと，一見難しそうに見えるフレーズが軽やかに易しく歌える。コロラトゥラの高度
な歌唱技術とオペラの劇的内容の表現が一体となった，すばらしい演奏の期待されるとこ
ろである。この二重唱の最後で二人が同時に歌うカデンツァも同じことがいえる。常例16。
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108　　楽譜の読み方について　オペラ「椿姫」ビオレッタの歌唱を例として（小手川）
全体としては，アルフレ7ドは「神秘的で高貴な思い……」と歌い，ビオレッタは「わた
しを忘れて欲しい」と歌う。この二人の対照的な感情を，同時に，絶妙なアンサンブルで
歌い上げることにより，このオペラの劇的な山の一つが形作られるのである。
　5　むすび
　以上オペラ「椿姫」の有名な部分を例として取り上げ，楽譜の読み取り方と再現の方法
を説明した。
　いうまでもなく，楽譜を読み取ってもそれが適確に音として再現されなければ意昧がな
い。前項の例でも正しい基礎技術の訓練を経なければ音として再現することは不可能な部
分が数多くある。
　演奏者は，楽譜を深く読み取ることにより，読み取ったことを表現するための基礎技術
を磨き，それが向上することにより，楽譜から新たな発見をして更に読み取りが深くなり，
それがまた技術の向上につながる，という循環によって理想的な演奏に近付いていけるの
である。
注譜例引用　La　Traviata Ricordi版より
（昭和56年10月31日受理）
